
（別紙３）

～ 2026年　5月　30日

（対象者数）
26名

（回答者数）
18名

～ 2026年　5月　26日

（対象者数）
7名

（回答者数）
７名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
引き続き保護者様との関係構築、維持が出来るよう丁寧な関

わり方を職員一同徹底していく。

2
今後も児童が楽しみながら活動に参加できる内容を模索して

いく。

3
面談の際に保護者様の気持ちをしっかりとくみ取り、計画書

に反映させていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 より保護者様と交流できる場を作れるよう努める。

2
今後は家族参加型の研修会や情報提供の場を設けられるよう

努める。

3 開催できるよう検討していきます。

○事業所名 HIYOKO STUDY館下教室

○保護者評価実施期間
2026年　5月　1日

○保護者評価有効回答数

2026年　5月　15日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　6月　2日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の子どもと活動す

る機会がなかった。
開催することができなかった。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

父母の会の活動や保護者会等の開催がなかった。 開催する場を作ることが出来なかった。

家族支援プログラムやご家族等で参加できる研修会の情報提供

の機会がなかった。
ご家族で研修する機会を設けられなかった。

保護者様との関係性が良好で、児童の様子や確認事項等も随時

共有できていた。

保護者様からの問い合わせには出来る限りその日のうちに返答

を行い、解決できるよう心掛けた。

朝礼等で職員間の情報共有を入念に行い、全職員が共通認識を

持つようにしている。

バリエーション豊かな内容の活動を取り入れている。

体操教室やクッキング、科学実験等の児童に関心の強いものか

らSSTや自立学習、制作等の保護者様からの要望の強い活動ま

で幅広く取り入れることができていた。

個別支援計画に基づいた支援が行えた。
保護者様に説明する時間を頂き、同意の上で支援計画に基づく

支援を行うことが出来ていた。

事業所における自己評価総括表公表


